
令和５年度全国高等学校総合体育大会 北海道高校生活動推進委員会～北海道総体おもてなし活動～

令和５年度全国高等学校総合体育大会の開催について、北海道で開催されるインターハイのPRと高校生が積極的に大会の成功に
向けて取り組む姿を広く道民へアピールすることで、大会開催へ向けての機運の醸成を図る。目的

・令和４年11月６日（日） 14:00～16:00
・メイン会場 ～ 札幌市北区民センター ３階区民ホールほか

イベント会場 ～ 狸小路３丁目（deve★soスペース）
サブ会場 ～ 道内１３カ所

・道推進委員（高校生活動）60名（メイン会場、イベント会場、サブ会場）

メイン会場（札幌市）

イベント会場（札幌市）

サブ会場（道内１３カ所）
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Zoom双方向配信

日時
会場

対象

◆活動内容（Liveでの参加）
・大会チラシや広報グッズの配布ほか
・インターハイ応援企画（来場者参加）
・大型モニターによる秋フェスYouTube配信上映
・Live中継（広報活動の様子ほかをLive配信）

◆活動内容（Live、収録での参加）
・オープニング
・高校総体や高校生活動の紹介
・ピリカがゆく!やインハイ日記（Youtube企画）
・イベント会場からの中継（狸小路３丁目）
・サブ会場からの中継（道内１３カ所）
・友情の種伝達式（徳島県高校生）
・インターハイ関連等のＣＭ放映ほか
・エンディング（出演者紹介を含む）

Zoom
双方向配信

◆活動内容（Live、収録での参加）
・部活や地域紹介（名所、ｸﾞﾙﾒ等）
・広報活動の様子ほか

YouTube 同時配信
（再編集後も配信予定）



大学と連携・協力し、道内における擬似留学の機会を提供

高校生派遣
【高校生の活動】
◆留学生との交流

（例:留学生とのキャンパスツアー）
◆英語力向上のためのワークショップ
◆大学の特別講義等への参加
◆留学生の研究室への訪問など

【留学生の活動】
◆外国語科目等での授業サポート
◆高校生との交流、部活動への参加
◆母国紹介など

留学生派遣

High School

University / College

資料２（1）

○海外留学経験者数（短期＋⾧期）は576名、全体の0.64%
[全国1.00%]（H29）

○海外修学旅行を実施した学校は８校、参加者数は1,087名
[全国179,910名] （H29）

○留学者が少ない主な要因は、言葉の壁、経済的な負担など

○新型コロナ収束後の人的往来の再開やビデオ会議システム等の普及に
伴うオンラインによるコミュニケーションの機会の増加に向けて、高
い語学力等を有するグローバル人材や本道の国際交流を牽引する若き
グローバル・リーダーの育成が重要

○ 道立高校等と道内大学とのマッチングを行い、高校生と留学生による相互の擬似留学を実施

Hokkaido
Study abroad

Program

渡航せずとも気軽に参加できる国際交流機会の提供 ⇒ 将来のグローバル人材の更なる育成・拡大

海外留学等の現状（道内公立高校）グローバル化への対応に向けた課題
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■相手地域 アメリカ・ハワイ州
ニュージーランド
オーストラリア・タスマニア州
ロシア・サンクトペテルブルク市
中国・北京市

■開始年度 令和元年度～
■交流規模 両地域から５名ずつ
■実施期間 派遣・受入れ１～２週間ずつ
■補助額 １００千円／名

（海外航空賃の一部補助）

○ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、高校生の海外留学や国際交流の機会が大幅に減少
○ 留学を希望しない道内公立高校生のうち４割近くが、経済的な事情を理由としている現状
○ 海外諸地域との教育分野の協力に係る覚書締結（R2.1～）を受け、さらなる友好親善の促進が必要

新規拡大地域との交換留学
■相手地域 カナダ・アルバータ州
■開始年度 平成６年度～
■交流規模 両地域から１０名ずつ
■実施期間 派遣・受入れ２か月間ずつ
■補助額 １００千円／名

（海外航空賃の一部補助）

既存地域との交換留学

◎ふるさと納税寄附金を活用

○グローバルな視野で活躍するために必要な資質・能力の育成
○学校や地域における多様な文化や生活習慣への理解の促進
○海外留学や海外大学進学に対する興味・関心や意欲の喚起等、

留学機運の醸成

背景・
課題

◎⾧年の実績（Ｒ１までに２０８名派遣）

◆ 北海道のグローバル化を支える若い世代の優秀な人材を育成 ◆
◆ 姉妹提携地域等とのさらなる友好親善の増進に寄与 ◆

※ ３年ぶりの再開に向け、アルバータ州、ハワイ州へ派遣準備。受入は来年度



静内農業高校

札幌工業高校・岩見沢農業高校

マドリガルスコア2021（ 奏叶(かなと) ）

 落札金額 700万円（税込金額 770万円）
※本校飼養馬 過去２番目に高い落札金額

 日高軽種馬農業協同組合（HBA）主催の
「2022サマーセール」（令和４年８月22日
（月）～26日（金）開催）での落札

専門高校フューチャープロジェクト（R3～R5）

 農業課題の解決に向け、企業や大学等と連携し、両
校が学科の枠を越えて協働

 札幌工業高校がビニールハウスを遠隔管理する機器
を開発し、現在、岩見沢農業高校で実証試験中

 令和４年11月17日（木）13:30～15:00
成果発表会を実施（Zoomによるオンライン開催）

資料３



目
的

安全で安心な社会づくりに貢献できる資質・能力の育成を目指して、本道の高校生による防災サ
ミットを開催し、地震、津波、火山噴火、暴風雪などの自然災害に対する高校生の防災・減災に関
する提言とするとともに、生徒会等を中心とした高校生の防災ネットワークの構築を図る。

全 道 へ 発 信

１【講演】大学教授 ～事前オンデマンド
「地域防災の担い手として高校生に期待すること」

２【分科会】
・テーマ

①知識を得る～過去の教訓の伝承
②意識を高める～災害の備えと迅速な避難
③共に行動する～社会貢献、地域・学校・行政

に協力できること
④防災・減災に関して今、高校生ができること

※教員向け分科会
・参加者による実践発表
・協議・交流、提言の作成

３【全体会】
・意見交換、提言作成・発表
・高校生防災宣言

「北海道の防災・減災に向けた、わたしたちの提言」
主会場 配信元

（札幌市）
・石狩管内の学校

地方会場
・石狩管内以外の学校
・道外高校

（宮城県・熊本県）

Zoom併用

資料４

令和元年度
「世界津波の日」

高校生サミット成果

大学教授
北海道立総合研究機構
札幌管区気象台
国土交通省北海道開発局 等

災害分野の専門家
１ 地震
２ 津波
３ 風水害
４ 暴風雪
５ 火山

日時 11月18日（金） 10:00～15:00
参加者 32校 116名（全管内から参加）
○主会場（札幌会場）

TKP札幌赤レンガ前
○地方会場

各管内の高校生及び教員対象 Zoomによる参加
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○ コロナ禍の影響により、運動機会を確保しにくい状況
を踏まえ、道教委では、体力向上と運動習慣の確立を
目的として、子どもたちが楽しみながら無理なく続け
られるリズム運動「みんなでムーブ」を制作し、その
動画をユーチューブで公開している。

○YouTubeにて公開中（２分38秒）
出演:札幌南高等学校ダンス部、Rihwa（リファ）、

北海道日本ハムファイターズ、北海道コンサドーレ
札幌、レバンガ北海道、エスポラーダ北海道

○応募対象、内容
・道内の子どもたちが、体育授業、学校行事や放課後などで３

人以上でリズム運動に取り組んだ動画
○応募部門、区分
・応募部門:完コピ部門 と オリジナル（振り付け）部門
・応募区分:小1～3 / 小4～6 / 中 / 高 / 全校
○募集期間:令和４年９月１日から令和５年１月31日まで
※応募要領、方法等は、道教委ツイッター上で公開中

積極的な周知について、よろしくお願いします

○ このリズム運動が道内の公立学校やご家庭などで積極
的に活用されるよう、「みんなでムーブ」のリズム運
動に取り組んだ動画を募集し、コンテストを実施する。

「みんなでムーブ」リズム運動動画コンテストについて

「みんなでムーブ」の動画について


